
力の働き１ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 

 

R4 ５（１）（２） 

ア 

A 

キ 

つり合う力を
表した矢印 

つり合う力の
説明 



力の働き２ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

R4 ５（３） 

（例） 
・加える力の大きさを 0N から 0.2N ずつ 2.0N まで変化させる。 
・加える力の大きさを 2.0N から 0.5N ずつ 4.0N まで変化させる。 
・加える力の大きさを 3.0Ｎにして測定する。 



光の反射・屈折１ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H30 １（１） 

イ 



光の反射・屈折２ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H30 １（２） 

イ 



音の性質１ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H27 ６（１） 

ア 



音の性質２ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H27 ６（２） 

ア（エ） イ 

X Y Z 

エ（ア） 



凸レンズの働き１        

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H27 ４（１） 

イ イ 

X Y 



凸レンズの働き２ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H27 ４（２） 

エ 



状態変化と熱１ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

R4 ７（１） 

ウ 



状態変化と熱２ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

R4 ７（２） 

イ 



身の回りの物質とその性質１ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H30 ４（１） 

ア 



身の回りの物質とその性質２ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H24 ４（２） 

イ 

図１で古い卵が浮いた
ときの気室の位置 

ア 

図２で卵のとがってい
る部分の位置 



身の回りの物質とその性質３ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H24 ４（６） 

イ 



物質の溶解１ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 

 

H30 ２（２） 

B 

濃度が低いもの 

濃度が 3.0％のもの 

A 



物質の溶解２ 

解答 

        

    年 

 

    組 

名前 

 

 

 
H24 ４（１） 

９００ｇ 

食塩の質量 

水の質量 

 

１００ｇ 



物質の溶解３ 

解答 

        

    年 

 

    組 

名前 

 

 

 
H24 ４（５） 

オ 

ア 

和弘さん 

望さん 



気体の発生と性質１ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 

H27 １（３） 

（例） 
水に少し溶けるから 
水と反応するから 



溶解度と再結晶１ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 

 

H27 １（２） 

ア ア 

X Y 



溶解度と再結晶２ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H24 ４（４） 

理由 
例１ 食塩が溶ける量は限られているから。 
例２ 飽和してしまうから。 
例３ 食塩水が飽和状態になると、ある一定 

以上の食塩を溶かすことができなくな 
るから。 



花のつくりと働き１ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H24 １（３）（４） 

イ 

ウ （３） 

（４） 



花のつくりと働き２ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H24 １（５）（６） 

イ 

ウ Y 

Z 

12、14、16、18 
11、13、15、17 
13、15、17、19 
11、12、13、14 
11、12、18、19 
11、14、15、18 
12、15、17、19 
13、14、15、16 
14、15、16、17 
16、17、18、19 

（６） 

（５） 



動物の体の共通点と相違点１ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 

 

R4 ４（１） 

（例） 
・ダイオウグソクムシは深海（水中）を 

泳ぎ、ダンゴムシは陸上を歩くから。 
 
・ダイオウグソクムシは深海（水中）で 

生活し、ダンゴムシは陸上で生活して 
いるから。 

 
・ダイオウグソクムシは泳ぐが、ダンゴ 

ムシは泳がないから。 



動物の体の共通点と相違点２ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

R4 ４（２） 

イ キ 
X Y 



動物の体の共通点と相違点３ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

R4 ８（３） 

・昆虫であるアリはあしが 
６本だが、生物 X のあし 
は８本だから。 

・アリは触角があるが、生 
物 X は触角がないから。 

生物 X 
根拠 

イ 



無脊椎動物の仲間１ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 

 

H30 ２（１） 

イ 



無脊椎動物の仲間２ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H30 ２（３） 

ウ 



無脊椎動物の仲間３ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 

 

H30 ２（４） 

（例）水の温度、水温、気温、温度など 

（例）水の質量、水の体積、水の密度など 

（例）食塩水の濃度、塩分濃度など 

（例）水中の酸素の量、水中の気体の量など 



脊椎動物の仲間１ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H27 ８（１） 

セキツイ動物（脊椎動物）

（せきつい動物） 



脊椎動物の仲間２ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H24 １（２） 

（例） 

・アマガエル（カエル）の子（おたまじゃ

くし）はえら呼吸をして水中で生活する

が、アマガエルの親は肺呼吸をして〔主

に〕陸上で生活するから。 



身近な地形や地層、岩石の観察１ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

R4 ６（１） 

イ ア 

X Y 



地層の重なりと過去の様子１ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

R4 ６（２）（３） 

ウ ア 
W Z 



地層の重なりと過去の様子２ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H24 ３（１） 

イ A 

ア B 



地層の重なりと過去の様子３ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H24 ３（２） 

ウ C 



地層の重なりと過去の様子４ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H24 ３（３） 

イ 

理由（例） 
・〔１つの〕ローム層と１つの凝灰岩層が見ら

れるから。 
・〔１つの〕ローム層が見られ、４つの路頭に

見られる凝灰岩層はつながった同一の地層で
あり、１つの凝灰岩層が見られるから。 



地層の重なりと過去の様子５ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H24 ３（４） 

エ 



地層の重なりと過去の様子６ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H24 ３（５） 

ア ア 

D E 



地層の重なりと過去の様子７ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 
 

H24 ３（６） 

二酸化炭素 

F 



地震の伝わり方と地球内部の動き１ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 

 

H30 ７（１） 

イ 

地震の揺れの強さ 

S 波による揺れ 

イ 



地震の伝わり方と地球内部の動き２ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 

 

H30 ７（２） 

C 



地震の伝わり方と地球内部の動き３ 

解答 

       

    年 

 

    組 

名前 

 

H30 ７（３） 

（例１）音（音色、音響など） 

（例２）音波（波、縦波など） 

（例３）振動（震動、震え、揺

れ、響きなど） 

X 


